
３級 第２予想 解答・解説 
第１問（20点） 

解 答 

仕  訳

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

１ 
仮 受 金 300,000 売 掛 金 

前 受 金

120,000 

180,000 

２ 

仕 入 815,000 前 払 金 

買 掛 金

現 金 

100,000 

700,000 

15,000 

３ 
支 払 地 代 

保 管 費

32,500 

50,000 

普 通 預 金 82,500 

４ 

備品減価償却累計額 

減 価 償 却 費 

当 座 借 越 

当 座 預 金 

180,000 

40,000 

30,000 

70,000 

備 品 

固 定 資 産 売 却 益 

300,000 

20,000 

５ 当 座 預 金 20,000 償 却 債 権 取 立 益 20,000 

仕訳１組につき４点 合計20点 

２．前払金の処理

 ●読み取り

読 み 取 り 勘定科目の選択 借 方 科 目 貸 方 科 目

販売目的の中古自動車を引き取った（付随

費用あり）＊１ので…
⇒ 仕 入(費 用)の増加 ⇒ 仕 入 

注文時に支払った手付金を充当したので… ⇒ 前 払 金(資 産)の減少 ⇒ 前 払 金

残額＊２は後日支払うことにしたので… ⇒ 買 掛 金(負 債)の増加 ⇒ 買 掛 金

引取運送費（当店負担）を現金で支払った

ので…
⇒ 現 金(資 産)の減少 ⇒  現 金

＊１ ￥800,000＋￥15,000＝￥815,000 

＊２ ￥800,000－￥100,000＝￥700,000 

 ●ポイント

・自動車販売業を営んでいるため、商品の仕入れとなる。

・当店負担の引取運送費（付随費用）は、「仕入」に含める。

３．普通預金の処理

 ●読み取り

読 み 取 り 勘定科目の選択 借 方 科 目 貸 方 科 目

土地の賃借料なので… ⇒ 支 払 地 代(費 用)の増加 ⇒ 支 払 地 代

倉庫の賃借料なので… ⇒ 保 管 費(費 用)の増加 ⇒ 保 管 費

普通預金口座から引き落とされたので… ⇒ 普 通 預 金(資 産)の減少 ⇒ 普 通 預 金

 ●ポイント

・倉庫の賃借料は、「保管費」で処理する。

４．固定資産の売却と当座借越の処理

 ●読み取り

読 み 取 り 勘定科目の選択 借 方 科 目 貸 方 科 目

備品を売却したので… ⇒ 備 品(資 産)の減少 ⇒  備 品

平成24年１月６日に購入＊１したので… ⇒ 備品減価償却累計額の減少 ⇒ 備品減価償却累計額 

減価償却費は月割りで計算する＊２ので… ⇒ 減 価 償 却 費(費 用)の増加 ⇒ 減価償却費

代金は当座預金口座に振り込まれたが、借

越しの状態なので…
⇒ 当 座 借 越(負 債)の減少 ⇒ 当 座 借 越

返済後の残額は当座預金の預入れとなるの

で…
⇒ 当 座 預 金(資 産)の増加 ⇒ 当 座 預 金

売却価額＊３ －帳簿価額＊３ ＝ 売却損益
￥100,000 ￥80,000 ￥20,000(益)

⇒ 固定資産売却益(収 益)の増加 ⇒ 固定資産売却益

＊１ 平成24年１月６日～平成26年12月31日 → ３年 

￥300,000÷５年× ３年 ＝￥180,000 
年償却額 経過年数

＊２ 平成27年１月１日～８月25日 → ８か月 

￥300,000÷５年×
８か月

12か月
＝￥40,000 

年償却額 月割計算 

＊３ 売却価額：￥100,000

帳簿価額：￥300,000－￥180,000－￥40,000＝￥80,000 
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第２問（10点） 

解 答 

 総 勘 定 元 帳

買 掛   金 

１/10 ( 受 取 手 形 ) ［ ★ 150,000 ］ １/１ 前 期 繰 越 ［ ★ 375,000 ］

４/14 ( 仕 ４/12 ( 仕 入 ) 250,000 

６/26 ( 仕

 入 ) ［ ★ 25,000 ］

 入 ) ［ ★ 15,000 ］ ６/25 仕 入 ［ 210,000 ］

10/25 ( 現  )金  325,000 ９/５ 仕 入 175,000 

12/10 ( 支 払 手 形 ) ［ ★ 300,000 ］ 11/23 仕 入 115,000 

12/31 次 期 繰 越  ［ 310,000 ］

 ［ 1,125,000 ］ ［ 1,125,000 ］

★ １つにつき２点 合計10点



東京商店 

６/25 掛仕入 

（ 仕 入 ） 210,000 （ 買 掛 金 ） 210,000

６/26 掛返品 

（ 買 掛 金 ） 15,000  （ 仕 入 ） 15,000 

11/23 掛仕入 

（ 仕 入 ） 115,000 （ 買 掛 金 ） 115,000 

12/10 掛代金の約束手形の振出しによる支払い

（ 買 掛 金 ） 300,000  （ 支 払 手 形 ） 300,000 

千葉商店 

１/10 掛代金の約束手形の裏書きによる支払い 

（ 買 掛 金 ） 150,000  （ 受 取 手 形 ） 150,000 

前期繰越：￥100,000＋￥125,000＋￥150,000＝￥375,000

静岡商店 東京商店 千葉商店

次期繰越：￥175,000＋￥135,000＝￥310,000

静岡商店 東京商店

★ 併せて解いてほしいおススメ過去問

おススメ過去問 レベル おススメポイント

第２問
137回・第２問 ±０ 趣旨は全く同じ問題ですが、得意先元帳のパターンです。
140回・第２問 ±０ 本問の類題ですが、一部推定箇所があります。

第３問（30点） 

解 答 

合 計 試 算 表 

平成28年10月31日 

借 方 勘 定 科 目 貸  方

Ａ ★ 1,028,000 現 金 878,500 

Ｂ 2,004,500 当 座 預 金 ★ 1,605,000

Ａ 642,500 受 取 手 形 ★ 407,500

Ａ   1,290,000 売 掛 金 665,000

Ａ 64,000 有 価 証 券 53,000

０ 105,000 繰 越 商 品 

Ａ ★ 24,000 前 払 金 10,000

Ａ 120,000 未 収 入 金 70,000

Ｂ   1,225,000 備 品 175,000

Ａ 310,000 支 払 手 形 ★ 670,000

Ｂ 615,000 買 掛 金 1,065,000

０ 借 入 金 250,000 

Ａ 200,000 未 払 金 350,000 

Ａ ★ 9,500 前 受 金 32,000 

０ 貸 倒 引 当 金 7,000 

０ 87,500 備品減価償却累計額 187,500 

０ 資 本 金 750,000 

Ａ 売 上 ★ 3,256,000

Ａ 有 価 証 券 売 却 益 ★ 1,500

Ａ ★ 2,231,500 仕 入 

Ｂ 364,000 給 料 

Ｂ 90,000 支 払 家 賃 

Ａ ★ 5,000 支 払 利 息 

０ 17,500 固 定 資 産 売 却 損 

10,433,000 10,433,000 

★ １つにつき３点 合計30点

Ａ：必ず取りたい ０：問題から写すだけです 

Ｂ：できれば正解したい ：得点自体ムズカシイ 
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第４問（８点） 

解 答 

取 引 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

９/30 利払日 当 座 預 金 15,000 受 取 利 息 15,000 

12/31 

決 算 

整 理 
未 収 利 息 7,500 受 取 利 息 7,500 

決 算 

振 替 
受 取 利 息 22,500 損 益 22,500 

１/１ 再振替 受 取 利 息 7,500 未 収 利 息 7,500 

仕訳１組につき２点 合計８点 



第５問（32点） 

解 答 

精 算   表 

勘 定 科 目 
残 高試算 表 修 正 記 入 損 益計算 書 貸 借対照 表 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 借  方 貸  方 借  方 貸  方

 現 金 70,000 ０   70,000

① 現 金 過 不 足 1,000 1,000

 当 座 預 金 142,500 ０ 142,500

 受 取 手 形 40,000 ０   40,000

② 売 掛 金 80,000 20,000 Ａ ★60,000

④ 繰 越 商 品 68,500 102,500 68,500 Ａ 102,500

 建 物 400,000 ０ 400,000

 備 品 175,000 ０ 175,000

 支 払 手 形 24,000 ０   24,000

 買 掛 金 51,000 ０   51,000

 借 入 金 200,000 ０ 200,000

② 仮 受 金 20,000 20,000

③ 貸 倒 引 当 金 1,500 1,500 Ａ ★ 3,000

⑥ 建物減価償却累計額 144,000 12,000 Ａ 156,000

⑥ 備品減価償却累計額 70,000 35,000 Ａ 105,000

⑨ 資 本 金 500,000 124,000 Ｂ★376,000

⑨ 引 出 金 124,000 124,000

売 上 750,000 ０ 750,000 

 受 取 手 数 料 2,000 ０   2,000 

④ 仕 入 550,000 550,000

① 給 料 90,000  500 Ｂ   90,500

⑦ 保 険 料 3,000 2,000 Ｂ   1,000

 支 払 地 代 7,500 ０   7,500

⑤ 消 耗 品 費 5,000 1,500 Ａ   3,500

⑧ 支 払 利 息 6,000 1,000 Ａ  ★ 7,000

1,762,500 1,762,500 

① 雑 ( 損 ) ★  500 Ｂ  500

③ 貸倒引当金繰入 1,500 Ａ   1,500

④ 売 上 原 価 68,500 102,500 Ｂ★516,000

550,000

⑤ (消  耗 品 ) ★ 1,500 Ａ   1,500

⑥ 減 価 償 却 費 47,000 Ａ ★47,000

⑦ (前 払 )保険料 ★ 2,000 Ｂ   2,000

⑧ (未 払 )利 息 ★ 1,000 Ａ   1,000

⑩ 当期純(利 益) ☆ Ｂ  77,500 Ｂ  77,500

919,000 919,000 752,000 752,000 993,500 993,500

＊ 上記の○番号は、解説の番号と対応しています。 

「雑損」は「雑損失」でも可。 

★ １つにつき３点

☆ １つにつき２点

合計32点

Ａ：必ず取りたい ０：問題から写すだけです 

Ｂ：できれば正解したい ：得点自体ムズカシイ 

解き方

問題文をよく読み、会計期間を確認する

会計期間は平成27年１月１日から12月31日までの１年間です。減価償却、見越し・繰延べの処理など月

割計算が必要になる場合があるので、日付は必ず確認するようにしましょう。

決算整理仕訳を行い、修正記入欄・損益計算書欄・貸借対照表欄に記入する

まず問題文にしたがって、決算整理仕訳を行い、修正記入欄に記入します。

次に答案用紙の残高試算表欄の金額に、修正記入欄の金額を加減して、損益計算書欄（収益・費用の勘

定科目）、貸借対照表欄（資産・負債・純資産の勘定科目）に記入します。

＜決算整理事項等＞

①現金過不足の処理

決算にあたり、現金過不足の残高をゼロにします。原因が判明した「給料」の不足額を計上し、残額は

「雑損」で処理します。

（ 給 料 ） 500 ＊１ （ 現 金 過 不 足 ） 1,000 

（ 雑 損 ） 500 ＊２

＊１ ￥7,250－￥7,750＝△￥500（計上不足額） 

＊２ 貸借差額 

②仮受金の処理 

仮受金の残高は、売掛金の回収であることが判明したので、「売掛金」を減少させます。なお、売掛金の

減少は、貸倒引当金の設定額に影響するので注意しましょう。

（ 仮 受 金 ） 20,000 （ 売 掛 金 ） 20,000 

③貸倒引当金の設定

⑴ 貸倒引当金の当期設定額を求めます。

   （￥40,000＋￥80,000－￥20,000②）×３％＝￥3,000

受取手形 売掛金

⑵ ⑴の金額と残高試算表欄の金額との差額を求め、貸倒引当金の繰入額を算定します。

   貸倒引当金繰入：￥3,000－￥1,500＝￥1,500

（ 貸 倒 引 当 金 繰 入 ） 1,500 （ 貸 倒 引 当 金 ） 1,500 

④売上原価の算定

問題文の指示により、「売上原価」の行で売上原価を計算します。

⑴ 残高試算表欄の「繰越商品」の金額（期首商品棚卸高）を「売上原価」に振り替えます。

（ 売 上 原 価 ） 68,500 （ 繰 越 商 品 ） 68,500

⑵ 残高試算表欄の「仕入」の金額（当期商品仕入高）を「売上原価」に振り替えます。

（ 売 上 原 価 ） 550,000 （ 仕 入 ） 550,000 

⑶ 期末商品棚卸高を「売上原価」から「繰越商品」に振り替えます。

（ 繰 越 商 品 ） 102,500 （ 売 上 原 価 ） 102,500 

Step 1

Step 0
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